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　宇宙開発委員会委員長代理
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閃係省庁職員等

　科学技術庁長官官房参争官

　文・部省学術国際局量謎官・

　通商産業省機械情報産業局次長

　’一〃　　工業技術院総研部長

　運輸省大臣官：房参事官

　　　　　　　　　　　　　　　　レ　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　∠・己て
　　　　　　　　　　　　　　　　，　　♪㌔

第1画宇宙開発委員会（臨時会議）

　、　　謎　事　要　旨　　．
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昭和55年．2月4日仕）　　　　　’　＼　　　　一

午前、0時！㌧12時

宇：宙開発委員会会議室

政策大儲調査会報告について

　第29三三闇発委員会（臨時会議）議曇要旨

　宇宙開発政策の大綱素案及び付属葺料

　三和5ろ年度竿窃関係政府予算案漁括表
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　　　　　宇宙開発争業駆　　’　　　　・・　　　山　田　良’雄

　　　　蟻務局　　　　　　　・・

　　　　　科学技術庁航穽謙寝同宇宙企画訟’長　．伊　藤　栄　一
　「
　　　　　　　〃　　　’〃　　宇宙1二印票認長　．　三　浦　．　信

　　　　　　　〃　　　　〃　　宇宙糖発謀長　　雨　村　博　光他

　　6・議事要旨．　，　　　”　　　　　脚7

　　　（1）　前回野外要旨

　　　　　第29回雪平開発委員会（臨時会謙）∫牛車要旨が確認され

　　　　た。

　　　（2）．政策大納調査会報告◇ρついて、　一　　　：　　　　　・

　　　　．朝旦大綿1渣会の牧野タ雌長及び山吟正男委員から宝1〔料二委

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b　　　　1－2に基づいて説明『が行われたりち、以下め質猛応答が行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　、われ、，報告が了承された。　・　　　　　　　一

　　　八藤3この大瓶素案を政策へ転化していく上で特にアドバイス

　　　一．なり、気穿付いた同等があれば聞か茸てもらいたい・　’

　　　牧蜂：1つは口本の宇宙粥発が大変広い分野にわたり．、かつそ

　　　　　れぞれ閨’連があり’、これら既存のものをまとめていくのは

　　　　　　　　　　　へ　　　　『むずかしいが、チヤ・レンジ如ゲツトを無配がら器・

　　　　　に向って行くという方向が望糞しいσ　　　．．　　　　噛1

　　　　　　第2．には素案では費用の点はほとんどふれていないが、
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’　　どの程度の費用が必要か考え、さらに決められた費用の中で

　　計画が遂行できるよう最善の努力をする必要がある。7

　　　第・5は今の日本はハードの研穽が中心でソ．フサの分野が不

　　充分、NASAなどはシステム技術により大きな成功を修め

　　ている。全体の計画の：進め方、連用の仕方を・ととのえる必要

一・ @がある。

　　　第4は・・NASAの発表文などでは「アセスメント」とい

　　　うことばを全体的点級という意味でしばしば使っていたが、

　　日本ではこめ国恥がマイナスイメージを与えるのでなかなか

　　使えないが・やはりこれも十分に考えていく必要；があろう。

　　　’第．5は，・人材鞘の鵬、1ですが）NASAで即・ジエク

　　　トヂ「ムを作る際ぐモビリティーかありプロ’ジ：エクトか終了

、　したのちはもとにもどすことができるが、日本にはそのよう・

　　な組織がないので・大型プロジェクトチームを作りにくい。

　　人の使い方の制度的な駒題を考えるべきではないか㊦

吉識：入材め養成は多くの間垣がある。日本では縦割制が強いた

　　め轄がむずかしいdポジ漕ン，をそのま・旅してプ・弛

、．
Oトに参加する方式ならは、終身雇用と柏反せずにできる1

’　つの方法ではないか。

網島：短期蘭に広汎にわたる嗣題をまとあられ、そのこ若労に感

　　謝する・今年度の宇宙開発計画ぐさらに今後の宇宙開発活動

　　に反映さ章ていぎたい・大綱は今年度中に決定する予定であ

　　為が・その間・牧野。山内両氏にはさらに御意見を聞く．こと

　　もあろうかと思われるので、即下ともよろしくお培いす乙。


